
長岡中央綜合病院 倫理委員会 オプトアウト書式 

 

①研究課題名 急性期脳卒中患者への抗精神病薬使用による食形態への影響 

②対象者及び対象期間、過去の研究課題名と研究責任者 

脳卒中（脳梗塞、脳出血、くも膜下出血）で入院患者 

2024年 4月 1日～2024年 12 月 31日 

リハビリテーション科 言語聴覚士 片桐啓之 

 

③概要 

高齢者は入院を契機に，認知機能低下や行動・心理症状の増悪を認めることが多い．その為，入院

時にせん妄の症状管理，患者の安全確保などの為，抗精神病薬を使用することがある．抗精神病薬

は摂食嚥下障害との関連性が報告され，経口摂取確立に影響を及ぼしていると考えられる．そこで，

当院へ脳卒中で入院された患者を対象に，抗精神病薬の使用の有無で経口摂取への影響を研究目的

とした． 

 

そこで，2024年 4月～2024 年 12月までに脳卒中で入院した患者のデータを後ろ向き調査を行い，

脳卒中患者の抗精神病薬の使用の有無と摂食嚥下障害との影響を検討する為，統計処理を行い調査

を行いたいと思う。 

 

 

 

④申請番号           第 687 号 

⑤研究の目的・意義 脳卒中で入院された患者を対象に、抗精神病薬の使用の有無で経口

摂取への影響を調べ、予後予測に役立てたい。 

 

⑥研究期間 倫理委員会承認日～2025年 9月 19・20日 

⑦情報の利用目的及び利用

方法（他の機関へ提供される

場合はその方法を含む。） 

日本摂食嚥下リハビリテーション学会への学会発表 

⑧利用または提供する情報

の項目 

年齢、性別、疾患、入院期間、入院時・退院時 mRS（修正ランキン

スケール）、BI（日常生活動作）、FILS（摂食状況のレベル）、

食形態、抗精神病薬 

⑨利用の範囲 研究者と共同研究者のみ 

⑩試料・情報の管理について

責任を有する者・連絡先 

リハビリテーション科 言語聴覚士 片桐啓之 

⑪お問い合わせ先（照会先及

び研究への利用を拒否する

場合の連絡先） 

長岡中央綜合病院 

リハビリテーション科 片桐啓之 

電話番号（代表）0258-35-3700 

 


